
　　（標準１２ｍケーブル附属）

　ＩＳＳユニット

コンソール受信機

分割設置が可能

ＫＹＯＴＡ
計測値を記録
現地では、ＵＳＢメモリで記録値の取り出しが出来ます
ＰＣを接続して、Webブラウザからもダウンロード出来ます
あらかじめ設定した値を超える計測があると、
１．現地警告／通知用に接点出力（計測項目ごとに無電圧接点）
２．登録された通知先に、Ｍａｉｌ発信（管理者＆ユーザー）
Ｍａｉｌ通知を受けたら内蔵Ｗｅｂサーバにアクセスして、状況の
確認が出来ます（ＤＤＮＳ対応　現況あるいはグラフを一目で）
管理者には、死活Ｍａｉｌを定時発信します(電源電圧情報を含む）

＃６１５２ｊｐ

Davis　VP2　遠隔気象観測(監視）システム

＃６５１０

ｻｲｽﾞ　２４５Ｗ ｘ １５０Ｈ ｘ ３８Ｄ

　風力センサ

日射・UVセンサ(オプション)
（WBGT算出には、日射センサ必須）

ワイヤレス式
１５０ｍ程度の飛距離

ＫＹＯＴＡ

ルータ

写真は、スタンドアロン仕様
不日照８日対応Verのイメージ（ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ：500×400×160）
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ＵＳＢ接続

携帯網

有線
インターネット網

・自然災害発生の可能性をあらかじめ検知
・作業現場を遠隔で一括管理することが可能（工場・園地・工事現場等）

インターネット接続環境が無くてもスタンドアロン運用
（ローカル運用）は可能です
但し、この場合は、遠隔地に対する通知機能は利用で
きません

ＫＹＯＴＡ専用装置「 」採用　独立電源対応

※携帯電話網接続ルータを併用すると、
　 不日照６日対応で、ソーラーパネルは３０Wクラス、バッテリは

　 ２２Ahｘ２程度の構成になります（ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ：600×400×180）

独立電源計装イメージ

ISSユニット側の電源は
ソーラー＋スーパーキャパシタ＋一次電池で自己完結

現況表示

グラフ表示

ｻｲｽﾞ１００Ｗ ｘ １５０Ｈ ｘ ４０Ｄ

ケーブル式＃６１５２Ｃだと300mまで引けます（ケーブルは別途用意）
現地で誘導雷などに強いのはワイヤレス式です

国内平均的設置条件
条件が悪いと大型化します


